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玄界灘に面して広がる福岡市には豊かな歴史と自然が残されており、これを後世

に伝え残していくことは現代に生きる我々の重要な務めであります。

福岡市教育委員会では、開発事業に伴いやむをえず失われてpく埋蔵文化財につ

いて事前に発掘調査を実施し、記録保存に務めています。

本書は道路建設に先立ち調査を実施した大橋E遺跡第8・9次発掘調査の報告書で

す。今回の調査においても多くの貴重な成果を上げることができました。

本書が文化財保護へのご理解と認識を深める一助となり、また研究資料としても

活用していただければ幸いです。

最後になりましたが、発掘にあたりご協力とご理解をいただいた土木局道路建設

部南部建設課、地域住民の皆様をはじめとする関係各位に厚く 御礼申し上げます。

平成16年3月31日

福岡市教育委員会

教育長 生田征生
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1.本書は福岡市教育委員会が長浜太宰府線道路建設に伴い、福岡市南区大橋4丁目地内において実施

した大橋E遺跡第8・9次調査の報告書である。

2.本書に掲載した遺構の実測は阿部泰之、上角智希が行った。

3.本書に掲載した遺物の実測は阿部、上角が行った。

4.本書に掲載した挿図の製図は阿部、上角が行った。

5.本書に掲載した写真は阿部、上角が撮影した。

6.本書の執筆は第一、 二章を阿部、第三章を上角が担当し、編集は上角が行った。

7.本書で用いる方位は磁北である。

8.遺構の呼称、は溝を SD、柵列を SA、掘立柱建物をSB、土墳をSK、その他の遺構をSX、

トを SPと略号化した。

9.本書にかかわる図面、 写真、遺物等は福岡市埋蔵文化財センターに保管される予定である。
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遺 跡名 大橋E遺跡第8次調査 調 査番 号 0131 

現在地 南区大橋4丁目14-30 遺跡略号 OOE-8 

開発面積 235ぱ 調査面積 151.9ぱ

調査期間 平成13年10月15日～平成13年11月9日

遺跡名 大橋E遺跡第9次調査 調査番号 0203 

現在地 南区大橋4丁目6他 遺跡略号 OOE-9 

開発面積 1400m' 調査面積 830m' 

調査期間 平成14年4月1日～平成14年7月30日
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第一章はじめに

1.調査に至る経緯

都市計画道路長浜太宰府線は、昭和21年に都市計画決定された国道385号線に接続する総延長850m

の道路である。

平成12年11月20日、土木局道路建設部南部建設課から、都市計画道路長浜太宰府線道路建設工事予

定地内における埋蔵文化財の有無を確認するため、調査の依頼が教育委員会文化財部埋蔵文化財課

（以下、埋蔵文化財課）に提出された（土木第2196号）。申請地は、周知の文化財包蔵地である大橋E

遺跡の範囲内であった。そのため、 ζれを受ける形で、同課は、申請地内にて遺構の遺存状態確認の

ため、予定地の取得にあわせて、平成12年12月26日、平成13年5月30日、 6月13・18・20日に試掘調査

を実施した。14箇所に卜レンチを設定したところ、うち5本（3地点）で遺構を確認した。よって、こ

の部分について記録保存のための発掘調査が必要である旨を回答した。その後、南部建設課と埋蔵文

化財諜の2者で協議を重ね、工事工程にあわせたかたちで、大橋E遺跡第8・9次調査として本調査を

実施することとなった。

2.調査体制

調査体制は、 下記の通りである。本調査・整理作業・報告書作成は、土木局道路建設部南部建設課

をはじめ、関係者および周辺住民各位の御理解・御協力の下、順調に推移した。記して感謝の意を表

するものである。

調査委託土木局南部建設課

調査主体福岡市教育委員会教育長生田征生

調査総括文化財部長 柳田純孝（前任）、堺徹（現任）

埋蔵文化財謀長

同諜調査第2係長

調査庶務文化財整備謀

山崎純男

力武卓治（前任）、田中詩夫（現任）

宮川英彦（前任）、御手洗清（現任）

瀧木正志試掘担当

調査担当 阿部泰之（第8次調査）

上角智希（第9次調査）

発掘作業 佐藤俊治、 l嶋ヒサ子、西田文子、野田淳一、宮本碧、持丸玲子、森田祐子、

平川正夫、平位拓巳（第8次調査）

伊豆丸剛史、井上ヨシ子、岩永崇史、尊田絹代、徳山孝恵、富田猶生、冨永美樹、

長野嘉一、中村ー桂子、前田勉、 三浦まり子、宮1h奇雅秀、芳井宏 （第9次調査）

整理作業窪田窓、議早苗（第8次調査）

久家春美、黒柳恵美、篠原明美、西1lt鳥奈美 （第9次調査）
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3.遺跡の立地と歴史的環境

大橋E遺跡は、福岡平野を貰流する那珂川の中流域右岸に分布する沖積微高地に立地する。乙の沖

積地の西には、油山山塊から派生する標高約30m程度の低丘陵がfi:11び、てくる。昭和初めの地形図によ

ると、 旧状は水田であり、調査区西側・南側を通る生活道路が当時から存在していたことがわかる。

西側の丘陵地は、多くは山林で、あり、墓地として記載されている部分も少なくなLE。大橋周辺に居住

する人々の墓域であったのだろう。周辺にはため池も存在していたようである。

周辺の遺跡に目を向けてみると、まず西には、 三宅廃寺が所在する。1977年に最初の調査が行われ、

現在までに瓦溜り・布堀地業を伴う総柱建物 ・3×4問の掘立柱建物・溝・土臓などが検出され、 老司

I式を主体とする瓦類・碑・輸入陶磁器・木簡・石帯巡方 ・ガラス製品などが出土している。これら

の遺物から、 7世紀から9世紀前半まで継続した寺院跡で、規模は東西100-llOm程度と推定されてい

る。また、その関連遺跡として三宅瓦窯跡 ・岩野瓦窯跡が知られている。大橋E遺跡周辺には、ほか

に大橋A～ D遺跡 ・三宅A-C遺跡 ・和田A・B遺跡が所在するが、調査例が僅少で、あるためこれら

の逃跡の詳細は不明である。おそらくこれらの遺跡は、 沖積微高地上に立地することから、 中世前半

以降、沖積地の開発が開始されるなかで形成された集落の遺跡で、あろう。

さて、現在に至るまで、大橋E遺跡においては、 9次にわたる調査が行われている （第2図）。第1次

調査では、弥生時代前期後半から古墳時代前期にかけての土膿群が検出された。包含層から弥生時代

中期の土器 ・扇平片刃石斧 ・細型銅剣と思われる鋳型片が出土している。第2次調査では、弥生時代

前 ・中期の土j痕・ 中｜立の満が検出された。不定形の土墳に伴って朝鮮系無紋土器が出土している。こ

のほか、遺構に伴わないながらも越州窯系青磁碗・新羅系土器片・ 斜格子文を有する瓦片が出土して

いる。第3次調査では、湾曲する中世前半の溝 ・土蹟 ・ピットを検出している。遺物は、須恵器 ・青

磁碗 ・土師器杯などが少量出土している。第4次調査では弥生時代中期の溝1条が検出された。第5次

調査では、東西方向に流れる時期不明の複数の溝を検出している。満は、 2条ずつセットになって、

道路側溝の可能性が指摘されている。（注 ；福岡市報告書第511集（調査番号9547）は第4次調査と し

て刊行されたが、その後4次調査の番号が重按していたことが判明し （調査番号9148と9547）、現在、

これを第5次調査に訂正している。）第6次調査では、 中世期の井戸 ・ピット群が検出された。遺物は、

中世の貿易陶磁器・土師器等が出土しているが、いずれも小片である。第7次調査では、中世後半か

ら近世初頭にかけての満および掘立柱建物・井戸が検出されている。

以上、大橋E遺跡の既往の調査について、検出遺構 ・出土遺物について簡単に紹介してきた。第5

次調査では、道路と推定される遺構が検出され、 他の調査でも特に瓦類の出土が多い。瓦は三宅廃寺

出土の個体と類似し、 三宅廃寺の瓦が流入した可能性が高い。現在の調査結果からは、大橋E逃跡の

範囲内にはロームで構成される洪積台地と、シルトで構成される沖積地が含まれており、台地上には

弥生前期からの遺構、沖積地には中世前半から遺構がみられ、大橋周辺の開発がこのころ始まったこ

とを示していると思われる。

-2-



.~c.vr .＼：’ 

1 大橋E遺跡 11 比恋遺跡群 21 日佐遺跡前 31老司A冶湖、 41 片江B遺跡、

2 福岡城跡 12那珂il'.l跡群 22井尻B遺跡、 32老司B泣跡 42 樋井川Ai立断、
3 鴻腿館跡 13東那珂遺跡 23笹原遺跡 33老司古墳 43樋井川B泣跡

4 博多治跡群 14雀居巡跡 24横手追跡ur 34老司瓦言葉 44桧原古墳群

5 吉塚木IIIJ辿肋 15 子JfSJ司君休遺跡 25 寺島遺跡 35老松神社古墳府 45絵原遺跡、1it
6 堅粕遺跡1伴 16諸問Ail'.l閥、 26 !J!f多目A遺跡 36符弥郷A巡跡』符 46 4自［京ki立跡
7 吉塚遺跡 17諸岡B巡跡 27野多目B遺跡 37将弥副都B遺跡i伴 47板付遺跡

8 駅東生産遺跡 18井尻A治腕、 28野多目C追跡 38弥永遺跡、 48高知l巡断、

9 桜田遺跡 19三宅廃寺 29野多目 D;fl初、 39事11松寺巡跡 49笠抜泣跡

10 t牟問遺跡、 20三宅瓦祭 30 P!J内尺古墳群 40片江A治跡

第1図 大橋E遺跡と周辺の遺跡 （1/50,000)
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第2図大橋E遺跡調査区位置図（1/4,000)

第1表大橋E遺跡調査一覧表

調査次数 調査番号 所在地（全て南区） 調査面積（111') 調査担当者

第1次 8641 大橋4-947-5・6 100 小林

第2次 8830 大橋4-647-5・6 567 横山

第3次 9032 三宅l-ll08-2 80 常松

第4次 9148 大橋4-1122-4 70 主ノlt/t’I ！人T 

第5次 9547 大橋4-629-3他 530 中村・白井

第6次 9852 大橋4-670-8 48 本田

第7次 Olll 大橋4-16-18 425 阿部

第8次 0131 大橋4-14-30 152 阿部

第9次 0203 大橋4-6他 830 上角

※報告書貫1511集は第4次調査となっているが、f:1¥5次調企：が正しL、。
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第二章 第8次調査の記録

1.調査の概要

事業名 都市計画道路長浜太宰府線

所在地福岡市南区大橋4丁目14-30

調査期間平成13年10月15日～平成13年11月9日

調査面積 151.9 m' 

2.遺構と遺物

検出された遺構は、溝1条・ピット57基である。溝は、南西から北東方向に掘削され、底面に鋤状

の工具で掘削したと思われる半月状の小穴が多数検出された。ピットは、一部に現在の生活道路に平

行するように、等間隔に並ぶものがみられた。道路予定地内での試掘調査では延長部分は確認できな

かったが、ここでは、暫定的に柵列とした。また、 SD01溝からサヌカイト製石匙が出土したため遺

構面の黄褐色シルトに2mグリッドを組み掘り下げたが、遺物は出土しなかった。また、周辺の道路

用地内において試掘調査を行ったが、第9次調査地点の他では遺構・逃物は確認できなかった。

1) 満（SD)

H=10.40m 

2 

。 50cm 

1黒褐色粘質士
2黄褐色シJレト質土。地山の土がブ口 yウ

状に入る
3暗褐色粘質土
4黒褐色粕質土。i帯水していた可能性あり
5黒褐色シルト質土

第3図 SD01溝土層断面
実測図 （1 /20) 

「一一一一一一「 。

SD01溝 （第3、6図、図版1、2-2)

調査区南半にて検出した。方位は、磁北から36° 東に偏する。ほぼ

直線的に伸び、｜偏52-80cm・深さ20cmを測る。底面には、鋤状の工具

で掘削したと思われる、 111，高10～22cm・深さ2cm程度の半月状の小穴が

多数検出された。2列検出され、おおよそ2個ずつ平行に並んでいる。

図示した遺物の他に、土師器・黒曜石細片が出土した。

出土遺物 （第4図、図版2-3)

石器： 1は、サヌカイ卜製石匙で、ある。器ー長7.1cm・器1J1M.5cmを測る。

横長の剥片を半割し縦型となす。1辺にのみ刃部を作り出し、摘み部基

部には、 l方向からのみノッチを入れる。未製品か。

5cm 

2）ピッ ト・柱穴（SP)

57基検出した。植物恨状の小穴が多い。

SA02柵列 （第8図、図版1)

調査区西側にて検出した。径26～50cmの柱穴が、

2.2～2.7m、狭い箇所で1.2mの間隔で、並ぶ。

方位は、磁北から19°西に偏する。

出土遺物 （第9図、図版2-3)

土師器： 2は、杯である。4/5個体程度残存する。

第4図 SD01溝出土石器実測図 （1/2) 
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第9図 SA02柵列出土土器
実測図 （1/3) 

3）小結

今回の調査では、満1条・柵｜列1条を検出した。満は、遺物が少なく l時期は不明

であるが、おそらく古墳時代頃、柵列は、中世前半頃と思われる。

。

SA02柵列実測図（1 /80) 

口径10.7cm・器高2.7cm・底径6.5cmを測る。底部に

は、回転糸切り痕が残る。胎土は精良で、焼成は良

好である。
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第8図

3. まとめ

大橋E遺跡第8次調査の成果については以上の通りである。本調査地において

検出したのは、縄文時代から中世に至る遺構・遺物である。調査範囲が狭く、遺

構面は大きく削平されていると思われるが、 全体的に良好に遺構が検出された。

縄文時代の遺物は、サヌカイ卜製石匙がSD01溝から出土した。満の時期を示す

逃物ではないが、 9次調査出土の鍬形鍛とともに、遺構面の黄褐色シルト質土が

縄文時代の遺物包含層になる可能性を示している。

一方遺構は、 SD01溝の時期は、造物僅少のためはっき りしない。須恵器が含

まれないため古墳時代中期以前かとも思われるが根拠に乏しい。中世の遺構は、

ピットの並びを暫定的に羽田列と報告している。ピットの中には底部に根石を持つ

ものがあり、すくなくとも柱穴と見なしてよいと思われる。柱穴のlつから土師

血が出土した。14世紀中葉頃か。また、この柱穴列は現在の生活道路に平行して

いる。中世に形成された地割りの方位が、現在も痕跡をとどめているということ

なのか。

さて、周辺の既往の調査をみてみると、 8次調査区の北東約90mの地点で、第5次

調査が行われている。旧河川 ・満状遺構・畝状遺構などが検出されているが、 2

条平行して伸びている溝がみられる。報告者は、 道路関連遺構の可能性を指摘し

ている。5次調査SD013を延長すれば8次調査SD01に接続しないこともない位置

関係にあるが、乙れに対をなすSD006の延長や、道路に伴う構造が今回の調査で

検出できず、溝底面の形状・埋土の構成が双方で大きく異なることもあり、

SD01満をSD013と同一の溝、つまり道路関連遺構とするのは現時点では隠路さ

第7図 れる。

調査区東壁土層断面
実測図（1 /80) 
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第三章 第9次調査の記録

1.調査の概要

道路建設予定地のうち、土地の取得ができた部分から順次発掘調査を実施しているが、平成14年度

には、大橋E遺跡第9次調査として、乙こに報告する A区（l,200m＇）、B区（200ぱ）の調査を実施し

た。

調査は平成14年4月1日から同年7月30日にかけて行なった。最初A区のほうから調査をはじめ、半

分ほどの面積を調査した段階で、諸事情から一旦A区の調査を中断してB区の調査に移った。B区

調査は5月14日から5月30日にかけて実施した。6月から A区調査を再開、 7月30日付けで調査を終了

した。

A区では760m＇を調査し、中世前期（13世紀頃）と近世（17・世紀）の集落跡を発見した。検出遺構

は、満1条と掘立柱建物 l棟、土披12基、柵i列 l条、 細長い性格不明遺構2基、柱穴である。溝は中

世のもので｜幅1.4～3.6m、深さ60～90cmを測る。掘立柱建物は1×2問で良好な遺物が出土していない

がおそらく中世のものであろう。逃物は少なくコンテナ3箱の出土に留まる。調査区の北半には近代

以降の柱穴列があるだけで古い遺構がまったくなLE。ここはもともと高かった部分で近代以降に水田

を作った際に削平されてしまい、遺構が完全に消失してしまったためと考えている。溝からは弥生時

代の磨製石斧2点が混入して出土した。また、中世段階の地山で、ある黄色シルトや褐色粗砂層を一部

トレンチ調査したところ、縄文早期から前期にかけての鍬形鎖、 黒｜曜石の剥片、押型文土器があわせ

て7点出土した。分布があまりに疎であり、周辺から土砂が流れ込み再堆積したものであろう。

B区では、約70m＇を調査し近世の満2条、士域2基を検出した。満はL字型に曲がる。東側隣接地に

おける第7次調査でこの溝の続きが検出されており、識が方形に巡るようである。その内部空間で掘

立柱建物が検出されているので、この満は屋敷地を巡る区画溝であろう。コンテナ2箱の遺物が出土

した。

2. A区の調査

1）中近世の遺構と遺物

A区では760日1＇を調査した。中世遺構面は現地表下0.6～I.Omの標高10.0m近辺で、検出した。遺構検

出面はほぼ平坦であり、その直上には水田床土（灰褐色粘土）が20cm程度の厚さで堆積している。

それより上は現代の盛土である。本地点は明治33年の古地図で水田であったことが確認でき、近所の

古老のお話によっても戦後のごく近年まで水田として利用されていたととが裏付－けられた。しかし現

在では宅地化がすすみ、周辺では水田、畑地をあまり見ることができない。

本地点においては地山が各所で、異なるので、まずその地質的特徴を述べておきたい（第11図）。調

査区の北半分と南端の地山は赤褐色～明黄褐色の粘質土で、あり、それに挟まれる部分に北側を黄色シ

ル卜、南側を褐色砂質土が帯状に占めている。一部を深掘りしてそれらの層序を確認したところ①赤

褐色粘質土→②褐色砂質土→③黄色シルトの順で堆積しており、 ②、③の下に灰白～灰褐色の砂蝶層

を確認している。

調査区北半の地山（赤褐色粘質土）上では近現代の撹乱しか検出されていないが、直上の水田床土

との分層ラインが凹凸をもたずにほぼ直線的であることを考えると、 比較的新しい時期 （近代以降か）

に水田を造成した際、 元来高かったこの部分を削平した可能性が高い。重機での表土剥ぎ取りに立ち

会ったが水田床土からの遺物の出土は認められなかった。

-9-
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第11図大橋E遺跡第9次調査A区 遺構配置図 （1 /200) 
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この遺構面で、中近世の遺構を検出した（第11図）。以下にその主要なものについて報告する。

SD03 （第12図）

調査区の中央を東西に横断する満である。図中央を境に東西で満の幅も深さも大きく異なり、 土層

図に見るように埋土堆積状況も異なる。西側が111，高1.6m、深さ60cm、東側が3.6m、深さ90cmを測る。

実際、遺構検出時に東西の埋土の聞に切り合いを認め、調査段階では西側をSD03、東側をSD04と

して記録した（先後関係はSD03→ S D04）。しかし、はじめからある溝SD03が調査区途中で途切

れていたとするのは不自然である。また、遺物の検討ーからも両者はほぼ同時期に位置づけられ、相互

の関連性がないとは考えづらい。よって、SD03の東半分だけが当初よ りも深く｜幅広く拡幅されたも

のと考え、整理段階でSD03に統ーした。ただ、検出面で切り合いが確認できるということは東西で

埋没時期が異なることを示すのであろうから、 SD04が拡，，，話され利用されていた時期には西側はすで

に埋められていた乙とになろうか。実態がよく分からない。東側の土層B-BF の1～3層は上に乗っ

ていた別遺構の埋土の可能性がある。ちょうど地山が赤褐色粘土から黄色シル卜に変わるライン上に

←斗

=1 
ト一一一
＼ーーーーー 一－ t三＝ミイ

。 4m 

＝＝＝＝＝＝二二二二

A 

H=10.2m 

A 

H=10.2m 

S D03土居断面A-A’
1灰褐色（7.SYR412）粕質土。焼土やlS色
粘土ブロ・，？ を吉む

2にぷい燈色（7.5YR6/4）粘土のブロ・，？
3褐灰色（10YR4/1）土。炭化物・焼土を多

く含む
4灰褐色（7.SYS/2）枯質土。
5褐灰色土（7.SYRS/1）。 炭化物を含む
6浅黄色（2.SY?/2）シルト

膏褐色粗砂一一一一一一－

S D03土居断面B-B’
1 aa褐色（10YR313）粕質土。炭化物 ・砂粒をま 5黄色（2.SYB/6）シJレトに褐灰色 （7.SYR411）給 9灰褐色（7.5YR412）結質土。炭化物を少量含む

ばらに含む 質土が混じる 10浅黄色（2.SY刀4）シルト
2黄色（2.SYB/6）シルトのブロッヲ 6灰黄渇色（10YRS/2）勧質土 11褐灰色（10YR611）細砂
3時掲色（10YR313）粘質土。黄色シルトが若干 7褐灰色（10YR611）細砂 12褐灰色（10YR611）細砂に 8/Ifの士がj昆じる

混じる 8褐灰色（7.5YR4円）粕質土に黄色シルトが若干

4黒色（10YR2,1）土 混Uる

。
第12図 SD03実測図 （1/100、1/40)
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第13図 SD03出土造物実測図（1 /3) 

位置する点も気になるが意味があるのであろうか。

出土土器 （第13図）

1～ 4は青磁で、ある。1は龍泉窯系青磁碗E類の口縁音15である。外面に鏑連弁文を施し、利調は明

緑灰色を呈する。2は碗の底部である。高台内は蕗胎で内面見込みに花文を描くようだが不明瞭で、あ

る。底径5.6cm。3も青磁碗の底部である。焼成不良で高台の付け根がわずかに緑に発色するのみであ

q
d
 



とは白濁する。体音I）は丸みが強い。底径4.4cm。近世の混入品。4は岡安窯系青磁皿I類である。復元

口径10.8cmを測る。5～ 7は白磁である。5、6は白磁碗N類の玉縁日縁の破片である。 7は口禿げの碗

E類の口縁部片である。8は土師器の杯である。完形品で、口径12.3cm、器高3.5cm、底径8.0cmを測る。

底部は糸切りで灰白色を呈する。9は土鍋である。復元口径27.6cmを測る。）！岡部から口縁部にかけて

まっすぐに聞き、内面は横刷毛を施す。外面には煤が付着する。10～ 12は陶器である。10は皿の底部

で、底径5.4cmを測る。灰褐色軸は融解不良で外面は露胎である。見込みには4つの砂目跡を有する。

近世の混入品。11は査の肩であろうか。外面に横位の綾線数条と縦方向の線刻がある。器壁が薄く胎

土は赤樫色で、外面と内面上方に黒褐色和lが掛かる。12は壷の底部である。底径は13.0cmで、外面はケ

ズリ、内面はナデ調整し、底面は中央部を5mmほど削る。赤灰色を呈しよく焼け締まる。13は須恵器

の壷胴部片である。外面は格子叩き、内面は刷毛目である。14は須恵器の饗胴部片である。外面に細

かい格子叩き、内面に同心円文の当て具痕が残る。15は瓦である。外面は幅広の斜格子、内面には布

目痕跡が残る。非常に硬く焼けており黒褐色を呈する。出土遺物はかなりの時期幅をもつが、近世の

遺物は直上の別遺構の遺物を混ぜて取り上げてしまったもののようである。遺構の時期は中世前期に

位置づけられる。

SB19 （第14図）

調査区中央の SD03の南側で

検出した掘立柱建物である。図

上で復元した。桁行2間 （5.9m）、

梁間1問 （5.8m）を測り、主軸方

向はほぼ東西（ N-88°-E) 

を示す。西南隅の柱穴は SX 10 

にかかり検出できなかった。柱

穴は径20～25cmと小さい。造物

は出土していないが、 SD03と

車iii方向がほぼ同じであり、おな

じ中世前期の時期を当てたい。

SK07 （第15図）

調査区中央の SD03のすぐ南

側で検出した。西側は調査区外

に延びており、検出長3.2m、｜｜！日

1.8m、深さ85cmを測る。埋土は

灰褐色土である。

出土土器 （第16図）

16は白磁の皿である 。口径

二五 lli 亡三

E
N
．0F
H工

”二二三三ヨJ E二匹

。 2m 

第14図 SB19実測図 （1 /80) 
14.0cm、器高3.5cm、底径4.8cm

を測る。口縁部は輪花に仕上げ、見込みの糊をl幅広く輪状に掻き取る。底面は畳付のみ無制。17は色

絵の小坪である。外面に朱色の軸を掛ける。高台内に染付で方形の銘を記すがぼやけていて読めない。

近世の遺構である。
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第15図 SK07・08・09・15実測図 （1/60、1/30) ※SK15は1/30、ほかは1/60

SK08 （第15図）

S D03のすぐ南、 SK07の東側に並んだ長方形の土墳である。長さ2.8m、幅1.3m、深さ50cmを測

る。埋土は灰褐色土である。

SK09 （第15図）

S KOSの東側で検出した。長さ3.5m、1!1/M.8m、深さ35cmを測る。

SK15 （第15図）

調査区南よりの東端で検出、東側は調査区外へ延びる。検出長1.6m、｜幅0.6m、深さ40cmを測る。

埋土は黒褐色粘質土である。
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第16図 SK07・15出土遺物実測図 （1 /3) 
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出土土器 （第16図）

18、19は陶器の底部

である 。 18は底径

10.6cmで、 胎土は赤褐

色、焼成不良で、和lは白

濁する 。 19は底径

10.6cmで、外面を回転へ

ラケズリする。内面に

赤灰色柚を掛け、外面

は露胎である。

SX10 （第17図）

調査区南側で検出し

た細長い遺構で、西側

は調査区外に延びる 。

｜幅3.2m、検出長6.3m、

深さ80～100cmを測る。

この部分の地山は黄色

シルトで、遺構埋土は

灰白～褐色系の砂層や

シルト層が複雑に堆積

¥Lト？三 五
1灰褐色組砂
2黄褐色シJレト（厚さ10cm程度）と灰褐色組砂 （厚さ10cm程度）の互層
3黄褐色シルト （厚さ3cm）と黒褐色士（厚さ3～5師）の互層
4赤褐色細砂と黒褐色土の互層
5灰白色細砂
6暗渇色土、黒褐色土、横色細砂の宣層

7黄褐色シJレト。黒色土がまばらに混じる
8灰白色シルト～微砂

O 2m 
トーーす一一寸一一寸ー一γ ' 

ーーー

している。砂とシル卜 第17図 SX10実測図 （1 /60) 

が細かく互層に堆積し

ている部分が多く、水流の跡を示すものか。性格不明の遺構である。
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第18図 SX11実測図 （1 /80) 
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SK10 

W駐ヌ21

、、

／ 
SX11 

。 10cm 

第19図 SX10・11出土遺物実測図（1 /3) 

出土土器 （第19図）

20は肥前の青磁染付碗である。外面には青・磁利lをかけ、口縁部内面に四方禅文を描く 。復元口径

10.6cmを測る。1760-1780年代。21は白磁の紅皿である。口径4.0cm、器高1.4cm、底径1.0cmを測る。

22～24は陶器である。22は瓶の底部であろう。底径8.4cm。外面と内面上位に褐色利を掛ける。23は

描鉢である。復元口径29.0cmで、紬は掛からず赤褐色を呈する。24は鉢か。口径22.6cmを測り、全体

に褐色frlJを掛ける。出土遺物より遺構の時期は18世紀後半頃に位置づけられる。

SX11 （第18図）

調査区南側で検出した細長い遺構で、東側は調査区外に延びる。11112.2～3.6m、検出長9.8m、深さ

40～60cmを視I］る。理土は黒褐色砂質土で黄褐色シルトブロ ックを含む。平面形、底面とも不規則で

ある。何らかの目的を持って人為的に掘られたものか不明である。

遺構の配置を見ると、先述のSXlOとこのSXllは聞に陸橋状の部分をもっ1本の溝のようにも見え、

ちょうどその陸橋部分では南北方向に続く柵列が検出されている。相If列は径10cm程度の小ピット28

基がほぼ等間隔で並んでいる。時期は不明であるが、その方向は現在の周辺のいずれの道路の向きと

も一致しない。これらの遺構が相互に関連するのであれば興味深いが、埋土の状態が違うし、いかが

であろうか。

出土土器 （第19図）

25は平瓦である。凸面に斜格子叩きが残る。凹面は磨滅する。

2）縄文・弥生時代の遺物

中近世の遺構面を調査中に、たまたま縄文時代早期の鍬形鍬の完形品が出土した。調査区北側の赤

褐色粘質土が所々染み状によごれてすこし暗い色になっていたので、掘っていたところ、そこから出

土したのである。それから同様な部分を掘ると黒曜石の剥片が l点出土した。調査工程の都合から、

ウー11ム



この調査区北側を調査後、排土を反転して南側の遺構面を精査し、

その後、 トレンチを設定して縄文時代の遺物および包含層の確認

をする乙とにした。結果的には調査区の南北で地山の地質が異な

っていたため、北側にも卜 レンチを入れておけばよかったと残念

に思う次第である。 トレンチは第20図のように 2ヶ所に設けた。

トレンチAは14.5×3.5mの面積で、地山が黄色シルトの部分から

褐色砂質土の部分にかけて縦断するように設け、その層序関係の

把握に努めた。深さ50～ 100cmを掘り下げ、黄色シルトおよびそ

の直下の流水成の灰白色砂層から黒曜石剥片4点、押型文土器の

小片 l点が出土した。 トレンチAの西壁土層図（第20図）に示す

ように、北側の黄色系シルトの下に褐色系の砂質土がもぐりとん

でいる。また、 4×3mのトレンチBも設けたが、こちらからは何

も出土しなかった。

遺構面および卜レンチAから出土した縄文時代の遺物と、中近

世の遺構に混入していた弥生時代の遺物を第21図に報告する。

26～31は黒曜石の石器である。いずれも西北九州産で、 26・31

は牟田産、 27・28・30は針尾島産である。29は漆黒で光沢がある。

26は鍬形鍬である。縄文時代早期中頃のもので未欠損である。27

は砕片で一部自然の磯面が残る。28・29は細石刃である。30・31

はチップである。32は押型文土器である。 33は弥生土器の壷の底

部である。34は蛤刃磨製石斧である。33・34はSD03に混入して

いた。

卜レンチA西壁土層

31 26 ぐ／
． ＼／ • y 

トレンチB

卜レンチA

※数字は遺物掲載番号
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第20図縄文時代包含層 卜レンチの位置と土層 （1/400、1/100)

3）小結

A区では760111＇を調査し、中世前期（13世紀頃）と近世（17世紀）の集落跡を発見した。検出遺構は、

満l条と掘立柱建物1棟、土蹟12基、相11tJ1J1条、細長い性格不明遺構2基、柱穴である。遺物は少なく調

査区全体でコンテナ3箱の出土にとどまる。

溝SD03、掘立柱建物SB 19、柵列SA02は主軸方向をほぼ東西（N-88。－E）にとり、同時期の

相互に関連ある遺構と考えられる。満出土遺物の年代から、これらの遺構の時期は中世前期である。

溝は東西で｜隔、深さ、埋土堆積状況が異なり、検出面で切り合いを確認した。溝が一度埋浸した後に

東半分だけ掘り直したということになろうか。

調査区北半では地山の赤褐色粘質土が露出しており古い遺構は皆無である。本調査区は遺跡の中央

部に位置しており、後世に削平を受け完全に消失したものと思われる。また、この遺構分布の差異と

nxu 

唱
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31 

34 

26～31は1/1、32は1/2、33・34は1/3

第21図縄文、弥生時代の遺物実測図 （1 /1、1/2、1/3)

対応するように、 地山の特徴も調査区の南北で異なっている。すなわち、北側の赤褐色粘質土がおそ

らく洪積台地の土であるのに対して、南側では沖積作用による黄色シルト、褐色砂質土が分布する。

遺物では、中世より古い時期のものが出土している。遺構検出面および地山に設けた トレンチから縄

文時代早期の黒曜石の鍬形鎖、細石刃、剥片が出土している。とくに鍬形銑は完形品で重要である。

押型文土器の口縁部小片1点も出土した。また、弥生時代の土器、石斧がごく少量出土した。
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3. B区の調査

1）近世の遺構と遺物

B区は開発面積210111＇であるが、使用中

の埋設管が多くあるため、やむを得ず調査

面積を70ぱに大きく縮小した。現地表下

90cmの標高10.0m付近の暗褐色粘質土層の

上面で遺構を検出した。遺構検出面は平坦

で直上には25cmの厚さで水田床士（灰色

粘土）が堆積する（第23図）。明治33年の

古地図ではことは水田になっている。これ

より上は現代の盛土である。

本調査地点の東側隣地で第7次調査が行

なわれており、 15世紀代から近世初頭にか

けての遺構が検出され、掘立柱建物と井戸

がセットとなり、その周囲を溝が囲織する

屋敷地と考えられている。

本調査区で検出された遺構は近世の溝

2条、 土横2基ーである。

SD201 （第22・24図）

S D202の真上を同じ方向に走る溝であ

る。｜幅80cm、深さ20cmで、約7.5mの長さを

検出した。埋土はにぶい黄褐色士である。

出土遺物（第26図）

A 

。
。 4町1

35は陶器の皿である。紬調は緑オリーブ

色で、底部から体部下半にかけて露胎であ

る。見込に4つの目跡がある。底径5.0cmを

測る。36は土師質の揺鉢である。内面は右

下がりの刷毛日を施したあと描目を入れ

る。復元口径30.8cm。 第22図大橋E遺跡第9次調査B区遺構配置図（1 /80) 

1客土
2水図床土
3褐灰色 （7.SYR4/2）粕質土
4 明黄褐色 （10YR7/6）粘土
5黒褐色（2.5Y3/2）粕質土
6褐灰色（10YR4/1）粘土
7灰黄褐色 （10YR5/2）粘土を主に淡黄色 ・黒褐色粘

土がまだらに混じる

日掲灰色 （7.SYRS/1）粘土。粘性強い
9灰賛褐色 （10YR4/2）粘土
10褐灰色 （10YR4/1）粘土
11黄色 （2.SYB/6）粘土。地山の二次堆積
12黒褐色 （10YR3/1）粘土。粕性強い

。

第23図 B区東壁土層実測図（1/100)

-20-
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SD202 （第22・24図）

調査区の東側半分を南北に縦断する満であ

る。東側の肩はおおかた調査区外にあるが、

南側調査区で一部両肩を検出している。その

部分で｜｜癌2.4mを測る。検出面からの深さは約

50cmで、底面は凹凸が激しく、埋土の堆積状

況から見ても何度か掘り直しているようであ

る。調査区の東壁土層に注目したL) （第23図）。

北側の中ほどに地山の二次堆積である黄色粘

土（第11層）が堆積している。この土は満を

横切るように分布しており、中央が高く南北

に傾斜して落ちていく 。おそらく溝のこの部

分に陸橋状の通路が設けられたものではない

か。との層の下に黒褐色土層があるので、溝

の開通より後の段階で作り足されたものと考

えられ、この接土の両側斜面で土器が集中し

て出土した。

出土土器 （第26図）

37～ 40は陶器の碗である。37・39・40は灰白色糊、 38は濃緑色軸を掛ける。41、42は青磁である。

41は碗の底部で見込にスタンプ文を押すが判読できない。42は蛇の目凹型高台の皿である。 43は土製

の火鉢である。外面に花文等のスタンプを押す。内面および口縁部外面に煤が付着する。復元口径
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一一日一－ 2 I 
三三三五λ 4＂＇一一一一 ~6 / 1 _J 
一一一一一一→、～日 3 / ／一－ －－－士三

~9 「之ここ=----a三／ Lィぷニニ
二二二二「＿＿＿..：：，，，， - －＝了

5 10 

1盛土 7 灰賛褐色（10YR4/2）粘土
2 水田床士 B 褐灰色（10YR6/1）粘土。粘性強い
3 にぷい黄笹色（10YR5/3）粘土 9 黒褐色（10YR3/2）粘土。粘性強い
4 灰賛褐色（10YR5/2）粘質土。黄燈色粘 10縄灰色（10YR6/1）粘士。粗砂が混じる

土ブロッ？を含む ,;,3: SD201l.呈土、 4～10・S02021.旦土
5灰黄褐色（10YR5/2）粕質土
6 褐灰色（7.5YR4/1）粘質土

第24図 SD201・202土層実測図（1/40)

12.0cm、器高5.8cm、底径10.0cmを測る。44、45は土鍋である。45は復元口径32.2cmを測る。46、47

は平瓦である。凸面に格子目叩き、 凹面に布目痕が残る。

SK203 （第25図）

略円形の土墳で、 SD202を切っている。径I.Sm、深さ

40cmを測る。

出土遺物 （第26図）

48は肥前染付の小碗である。口径5.0cm、器高4.4cm、底

径3.7cmを測る。底面に「大明」の銘を有する。49は肥前

陶器の揺鉢である。褐色利1を掛ける。

一 h～~三
。 2m 

2）弥生・古墳時代の遺物

少数であるが近世の溝から弥生・古墳時代の遺物が混入 第25図 SK203実測図 （1 /60) 

して出土している。第27図50、51は磨製石斧である。52は

須恵器の裂の口縁部である。53は須恵器の杯である。54は須恵器の高杯の脚部である。縦長の透かし

を設ける。50-53はSD202、54はSD201から出土した。
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第26図 SD201・202、SK203出土遺物実測図 （1/3、1/4)

36・44～47は1/4、ほかは1/3
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第27図弥生、古墳時代の遺物実測図 （1/3、1/4) 

3）小結

B区では70ぱを調査し、近世の満2条、土域2基を検出した。

でゴ：；：7.
一 ’一一，ー ，‘ － 

/ 1 ・・・I 山田
.' '!' : '. 54 
” h I 

0 10cm 

50～52は1/4、53・54は1/3

本調査区の東側隣接地で第 7次調査が行なわれている。その成果と照合して遺構の性格について述

べることにしたい。第28図が本調査区と第7次調査区の遺構配置図の合成図である。第7次調査報告書

によれば、こ乙では15世紀代から近世初頭にかけての遺構が検出され、掘立柱建物と井戸がセッ トと

なり、その周囲を満が回線する屋敷地と考えられている。

今回検出した満SD202は第7次調査の溝と車＇＂方向を同一にしており、まさしくこの屋敷地を囲む西

側の講である。屋敷地東側の溝7次SD54との聞の距日imは22mである。第7次調査では屋敷地の南北で

も溝が検出され、南側の満は何度か掘り直されている。北のSD04と南のSD09の聞の距離はllmで

あり、ちょうど東西の距離の半分になる。北側のSD54は中世前半の遺構か、とされており時期が異

なる。しかし、 図化できないほどの土師器、白磁の細片が出土しているだけであり、 他の軸を同一に

する満のほとんどが中世末から近世初頭の遺構であるので、この時期まで下げて考えてもよいのでは

ないか。また、本調査区で検出された満SD202は一部を陸橋状に埋め戻しており、屋敷地内への出

入口ではないか。

以上のように、今回の調査の結果、 第7次調査区で検出されていた屋敷地の続きが見つかり 、屋敷

地の規模が東西22m、南北llmの長方形であったとする復元案を提示することができた。
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第28図第7次・ 9次B区調査遺構配置図（1 /250) 
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第 8次 調査 図版1
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図版2 第 8次調査

司、
司・圃－ A!';「圃，

」

(3）出土遺物

(2) SD01溝土層断面
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図版3第 9次調査
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第 9次調査図版4
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第 9次 調査 図版5

(1) SD03土層A-A’
（西から）

卜レンチA西壁土層



図版6 第 9次調査
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図版8 第 9次調査
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